
＊ オーガニック給食の推進と給食の無償化、有機栽培農家を増やすための支援体制
＊ 誰もが安心して子供を産み育てられる環境整備
＊ 「みんな違ってみんないいんだよ」と、お互いの個性を認め合う寛容な心を育む教育
＊ LGBTQ+　　を含むすべての人がありのままの自分で暮らせる地域社会づくり
＊ 公共施設や小中学校女子トイレに生理用品を設置

安心して住み続けられる魅力ある東海村をつくるために

多様な子育てに対応する支援体制と教育環境の充実

困っている人にやさしいまちは ……… みんなにやさしいまち

あなたの声が
私の原動力！

みんなの笑顔のために

東海村議会議員えりいつ

村議会にこそ生活者の目線、
女性の目線が必要不可欠です!!

＊ 若者の声が届くまちづくり
＊ 子どもたちへの政治教育、主権者教育の推進。子どもたちの議場見学を実施
＊ ボランティアによる緑地保全や環境保全活動への支援体制の充実
＊ 女性が議員に立候補しやすい環境づくり
＊ 異常気象に対応した防災計画
＊ 東海第二原発再稼働の是非は住民の意向を確認することが大切
＊ 原子力の国際的な研究技術開発と人材育成のまちづくり

＊ 弱い立場の人に寄添ったまちづくりは、高齢者や子ども、障がい者、妊婦さん…みんなに
やさしいまちづくり

＊ 一人暮らしや介護の不安を軽くする支援体制
＊ 歩いて行けるところに高齢者から子ども、子育て世代、障害のある人、引きこもっている人、
だれもが気楽に集える場をつくります

置き去
りにしない

村づくり誰ひと
り

オーガニック

村議会は、身近な課題を議論し私たちが安心
して暮らすための政策を決める、私たちに最も
身近な政治です。政治によって生活が変わります。

あなたの声が私の原動力！

行動!
市民派

私たちの投票が
 私たちの暮らしを作ります。
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建設予定地前で住民の皆さんと訴えました

ピン
クリボ

ンは乳
がん啓発

運動のシン
ボルイメージです

討議資料東海村議会議員
後援会事務所 ： 東海村大山台1-19-18（舟石川） tel 090-7801-6818

えり いつ eri-itu.com

恵利いつ プロフィール

●地域ボランティア活動

●議員活動のいろいろ

東海駅

動
燃
通
り

えりいつ
後援会事務所

お気軽に
お立ち寄り
ください

舟石川十字路
●

舟石川コミセン

4期16年、女性の視点で提案し
実現した主な政策

住民の皆さまとともに行動

◆住民の皆さまが率先して署名を集め、
　歴史と未来の交流館建設計画の見直しを
　もとめました

◆自然のみどりを守る会や里山の会、
　NPO真砂山FUNクラブで環境保全活動

子どもたちに残そうみどりの遺産

恵利さんを応援します
えりいつ、がんばります！

議員のジェンダーギャップは？？　　　
男女の性差によって生じる格差のことをジェンダーギャップと言いま
す。日本のジェンダーギャップ指数は、調査対象となった146カ国中
125位（前年調査116位から後退）、政治の世界にかぎって男女格差
を見てみると、世界190カ国中165位と、さらに低くなっています。
これでは日本が元気になれません。

縁もゆかりもなかった東海村で、議員を4期
務めることができたのは、多くの方々のご支援の
お陰です。主婦だった私が、皆様との触れ合い
を通して、「議員」として育てられました。みなさ
まへの感謝を力に変えて、これからも前進します。

ひたちなか・東海広域事務組合副議長／東海第二原発の再稼働に反対する
茨城県自治体議員連盟監事（超党派議員）／日本自治創造学会会員／自治体
問題研究所講座受講生／多摩住民自治研究所会員／市川房枝記念会女性
と政治センター講座受講生／茨城オーガニック給食プロジェクトメンバー

昭和31年宮崎県生まれ／徳島大学医学部付属臨床検査技師学校卒／臨床検査技師
として6年間病院勤務、平成5年から東海村に居住、原子力科学館に約6年間勤務、小
中学校のPTA学年委員長などを経て、平成20年より東海村議会議員として活動中

自然のみどりを守る会副会長／精神保健福祉ボランティア東海ぴあ♡／
東海オーガニック給食プロジェクト代表／NPO法人真砂山FUNクラブ会員
／遊学の杜メンバー（常陸太田市）

◆たれ付帽子の導入

◆国に先駆けて不妊治療の助成

◆奨学金・入学準備金枠の拡充

◆原電通り白方小前信号待ち待避スペース確保

◆病児病後児保育施設「るぴなす」開設

◆みんなの食堂への支援

◆高齢者ドライバーの免許証の自主返納支援

◆村議会議員をめざす新人女性を発掘

◆コロナ禍、生理用品を
　小中学校女子トイレに設置（期間限定）
　役場窓口（継続中）と絆パントリーで無償配布
　役場女子トイレに設置（R3・4年度）

今までの議員生活で培ってきた経験は、清濁合わせ呑む懐
の深さで議会に臨んでいけると思います。
村政運営の様々な課題に対して、異なる意見にも聞く姿勢を
持ち、一致できる点を求めていく柔軟性を備えているからです。
緑豊かな自然を子どもたちに残したい。その一環として地
域の緑化運動に奉仕しています。また地元産の有機食材を学
校給食にと一貫して取り組んでいます。
常に住民目線で問題提起し、足を運んで課題解決のため
努力をする恵利さんを応援します。

えりいつは、東海村の未来のために、前進し続けます!

元村議会議員　清宮壽子さん
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